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Studies on  the Butsuzo tectonic line of  Ryukyu  Arc

Naruhiko KAsHIMA'

Abstract In Southern Kyushu, the  zonal  structure  of  Southwestern Japan {Chichibu, Sambo-

san  and  Shimanto  Belts) is very  crooked  southwards,  called  the  Hokusatsu  bending by HAsHIMoTo,  I.

(1962a), and  reaching  on  the pre-Miecene  rocks  of the Ryukyu Islands. Some  workers  were  elucidated  to

the problems  of the origin and  the mechanisrn  for the  Hokusatsu  bending (MAIrsuMoTo, 1962, 1976;

KIzAKI, 1978, 1979 and  SHIMAzAKI et  ag., 1981),

   The  tectonic  contact  between  the Chichibu-Sambosan  Belt and  the Shimanto Belt has been named

the  Butsuzo tectonic line by KoBrmsHI  (1931, 1941). The  different lithological assemblage  of  the

Sambosan Group <censists of  limestone, chert,  basic volcanic  rocks,  sandstone  and  slate)  and  the  Shi-

manto  Supergroup (consists mainly  of sandstone  and  shale)  has usually  inforrnect about  the positiori of

the Butsuzo tectonic  line.

  As  pointed  out  by KoNIsHI(1963, 1965), and  later confirmed  by  workers  such  as  MMrsuMoTo  et

ag. (1966), NAKAGAwA<1967X  IsHiBAsHi(1968, 1969, 1974), ANMA(1976), HAsHIMoTo,  S. et aL  (1976,

1978), KAsHIMA et al. (1977, 1978), OsozrwA  et aL  (1977, 1979), SAKAI et  aL  (1977), TAKAHAsm  etal.

(1979, 1980) and  FuJIDx (1980, 1981), there  are  abundant  evidences  of  the correspondence  about  the

zonal  structure  of Southwest Japan ancl  Ryukyu  Arc and  of  the  Butsuzo tectonic  line,

   In Ryukyu  Arc, the pre-Miocene  basement is exposed  on  many  Island$, although  the Butsuzo

tectonic line at the  boundary of  the Motobu Belt and  the Kunigami Belt is slightly  exposed  on  Ama-

mi-Oshima,  Kakeroma-jima  and  Okinawa-jima  (Fig. 1).

   This paper represents  the previous studies  of the  Butsuzo tectonic  line in Ryukyu  Arc, based on

the fieled works  of Kakeroma-jima, Amarni-Oshima,  Okinawa-jima and  Kerama Retto.

   KAsmMA  et  ag, (1977> introduced the important idea that, the  pebbles and  blocks in the Yuwan

Formation(olistostrome) are  fragmented  into the northern  marginal  part of the  Kunigami  Belt from

the Motobu Belt, resulting  the tectono-sedimentary event  owing  to the original  thrust  movement  of

the Butsuzo tectonic line.

   Recently, FuJI[[A (198e, 1981) reported  a  complex  seclimentary  body comprising  various  kincls of

pebbles or  blocks within  the Motobu Furmation  in Okinawa-jima, showing  the same  fashion of  the

Yuwan  Formation, According the present  knowleclge, it is concluded  that the  boundary fault with

igneous intrusion of  the Motobu  Formation  and  the Nakijin Formation  rnay  be equivalent  to the Bu-

tsuzo tectonic line,

   Nevertheless, the detailed results  of  the origin  and  the tectenic evolution  of the Butsu2o tectonic

line are still not  obtained.  It is necessary  to have a  new  approach  to this problem,

'
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序

　 九 州 西 部 の 鹿 児烏県北 薩士也方 に お い て は，四 国か ら 九州

に か け て 東北 東一西 南西 方向 の ほ ぼ 直 線 状 に 連 続す る秩 父

帯 ・三 宝 山帯
・
四 万 十 帯 が

一
北 薩の 屈 曲一（橋 本 勇，196Za）

に 加 わ っ て．南北 方 向 に 変化 して お O，ほ ぼ N55°E の
一
般

走 向 を示 して い た 佛像構造線に 相当す る木浦衝 上 （松 下，

／941）・大阪間構造線 （勘米 良，1950 ）は ，
N20eE− N20“W

の 走 向 を示 す 牛の 浜構造線 （橋本勇，／962b ）に 表 現 さ れ，

更 に そ の 延 長 部 が 琉 球 列 島 に 連 続 す る．

　 九州 に お け る四万 十 帯の 帯状構造 は 中新世 古 期高千 穂 第

2 時 階 の 変動 に よ っ て 完 成 し，北 薩の 屈 曲は そ の 後 の 中新

世 中期 に 形 成 さ れ た もの で あ り，紫 尾 山花 崗岩 岩 株 〔15 ±

4m ．　 y．（MILLER 　 et　al．，1962）〕に み られ る湾曲した 舌状状

態 は こ れ に 影響 され た もの で ある と した （橋本 勇，1962b

；寺 岡 ら，1981）．

　 先中新 貼 に お け る 西 南 日本 弧 と琉 球 弧 と の 地 質構 造 発 達

に 関 して 松本 〔1962）は．琉 球 弧形 成運 動 は 中 九州 の 白亜

系 お よ び 西 九 州 の 姫 浦層群 堆 積 盆 と基 盤 構造 の 斜 交 に 表現

さ れ る 周東海変動 が そ の 序 曲 で あ る と した．更 に こ れ に 関

して，中新 世 以 前 の 古 西 南 H 本 弧 が 2 つ の 列 島弧 に 分 か れ

た の か （A ），先中新世 に 2 つ の 独 立 した 弧 が あっ たの か（B ），

始 め は
一連 で あ っ た が途 中 か ら漸 次 分 化 が 進 行 した の か （C）

とい う疑問 を投じた （松本，1976 ）．

　木崎 （1978，1979 ）は，白 亜紀 末に 始ま っ た 琉球弧形成

の 運動 は 中新世中期の 北薩の 屈曲 と い う一大 変 形 を含 む 男

断 運動 に よ っ て 明 確に 本州 弧 と分 か れ て 南 へ ず れ ，こ れ を

境 と し て 琉 球 弧 の 北 半 （北 ・中 琉 球 ）は 南 へ 移 動 し た と し，

こ の 運動 帯 を 「九 州 西 縁 構 造帯」 と命名した．

　他 方 ，
SHIMAZAKI　 et　al．，（1981）は ，白 ・］E紀 に お け る 四

南 日本 弧 の 位 置 を韓 半 島の 南 東 海 岸線 と平行 に復元位置づ

け，第 三 紀 に お け る 日本海の 生 成 に よ っ て 西 南 日本 弧 は北

薩の 屈曲付 近 で 曲げ られ ， 時 計廻 りに 回転 （30
°
　− 40e〕し

現 在 の 位置 に 至 っ た もの と し た．

　 朝 鮮 ・琉 球 弧 の 南 半 分 と し て 硫 球 列 島 を と ら え，九 州 （日

本
・
樺 太 弧 と の 会 合 点 ）か ら台 湾 に い た る まで の 弧 状列島

の 先 中新 統 基 盤岩 類 の 地 帯 構 造区分 を試 み た 小 西 （／965）

は，琉 球 地 背斜 区 を東 北琉 球 ・（トカ ラ海 峡 ）・中部琉球 ・

（宮 占凹 地 ）・酉 南琉 球 に 区分 し，こ こ に 見 られ る先 中 新世

の 帯状 構 造，す な わ ち甑 島累 帯 ， 石 垣 累帯，本部累帯 （＝

秩 父 累 帯 ），国頭 累帯 （＝四 万 十 累帯北 帯 ），鷭尻 累帯 （＝四

万十累帯南帯）， 熊 毛 累 帯 が 西 南 日 本 外 帯の そ れ と良 く一致

した 配列を示 す こ と を明 らか に し，本 部 累 帯 と 国頭 累 帯 を

境 す る辺 土 構 造 線
＊

が 佛像
一

大 阪 間 構 造 線に 相 当す る もの

と した ．

　筆者は 四 国 西 部 お よ び 九 州 の 佛 像構 造 線 に つ い て 若十 の

検 刮 を行 な い （鹿 島 ・富 久，1965 ；鹿 島，1968 ；1971），そ

の 後 奄 美大 島北 西部 ・加計 呂麻島 ・沖縄島中部 お よび 慶良

間列島の 調 査 を行 な い ，東 北 ・
中部 琉 球 に お け る佛像 構造

線 に つ い て 検 剖
．
して 来 た （鹿島，1976 ；鹿島 ・高橋，1977

；1978）．しか し なが ら，本 題 に関 して の 筆 者 の 研 究 は 未 だ

半 ば で あ り得 られ た 結 果 も微 々 た る もの に 過 ぎ ない が ，総

合研 究 （B ）南西諸島の 地 質古 生 物 に 関す る研 究（代 表者 ：

中川久 夫 ），総合研 究 （A ）琉球弧の 構造 発達史 〔代表者 ：

木 崎 甲子 齣 な ど を始 め とす る諸研 究 者 の 成 果 を基 に ，現

段階 に お け る筆者 の 見解 を述べ る．

　 本 文 を ま とめ るに あ た り，琉 球 大学 理 学 部 木崎 甲予 郎 教

授 ・東北大学理 学部中川 久夫助 教授 をは じめ と す る 総合研

究 の メ ン バ ーの 方 々 ，岩 石 学 的研 究 に ご 援助 い た だ き 貴重

な文 献 をい た だ い た 国立 科学 博物館橋本光 男博 士，野外調

査 ・詞
．
論 に 参加 して い た だ い た 愛媛 火学 教 育 学 部 高橋 治郎

講 師，科 学 研 究 費 を支 給 さ れ た 当局 に 深 く感謝す る．

佛 像 構 造 線

　佛像構造線は小 林 （1931）か，．L部 』
占生代 岩 層

一 二 畳

・石 炭 紀層 （三 宝 山の 三 畳 紀層一ラデ ィ ノ ・カーニ ッ ク 階

一
を含 む ）

一一．．一が安 芸 川 層群 （時代未詳 中生 層）に衝 上 す

る構 造 線 と して 「糸 川佛 像 地 質構 造 線 」 と 命名 し，史 に 佛

像 そ の 他 の 衝上 線 を含む 秩 父 ・四 万十 地 帯 の 境 界 で あ る と

定 義 し た もの で あ る （KOBAYASHI ，1941 ）。

　 四 国
・九州 の 佛像構造 線は 秩 父 帯南 縁 部 を なす 三 宝 山層

群 （KOBAYASHI，ユ941）の チ ャ
ー

ト，石 灰 岩，塩基 性火山

砕屑岩
・
熔岩類，砂岩 （含チ ャ

ー
トア レ ナ イ ト），粘 板岩 で

特徴 づ け られ る岩 相 と，四万 十 帯の 砂 岩，頁岩 を主体 とす

る 岩相 との 境 界 と して ，ま た 地 形 的 に も追 跡す る こ と が 可

能 で あ る．

　 九 州球 磨 川 流 域 の 三 宝 山 帯神 瀬 層 群 を詳 細 に 検 討 した 勘

米良 ・古 川 （1964）は，その 堆 積場 と して 陸棚的浅海堆 積

地 の 外縁 部 に 沿 う浅 海 〜半 深 海 の 火 山帯 を想 定 し，初期 中

生代外惧ll海底 火 山帯を提 唱 した．

　 高知 県西 部 の 三 宝 山帯 の 新 観 察 結果 を ま とめ た平 ら（1979）

は ，秩 父 帯南帯 （三 宝 山 層群）は，石 灰 岩 ・玄 武 岩 ・チ ャ

ート層 よ りな る下 部 層 〔三 畳 紀 型放散虫群 集｝ と放散 虫 岩

互 層 ・チ ャ
ー

ト ・砂 泥 互 層 よ ワな る 上 部 層 （ジ ュ ラ 紀 型放

’
辺 ［二衝 上断層 CoRwlN 　 et　 at ，（1959）Hedo 　 Thrust ； 1966年，硫 球 政

府 法務 局臨 時
一1／地調 査庁 発行 5h 分 の 1 地 形 図で は 辺 土 岬、　 jLJ　t．崎 ill

，辺 戸 傑 落名 ）で あ る が ，1975年 国 t ／地 理 院 発 行 2．5万 分 の 1地 形

図 で ほ ，辺 戸 岬 ，辺 戸 御 嶽 と訂正 さ れ て い る ．本文 で は ，地 名 は 後 者

に ，Mi層名 に は辺 土 を用い る ．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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散 虫 群 集 ） よ り構 成 さ れ て い る こ と を 明 らか に した．平 ら

（1980）は三 宝 山 帯 と四 万 十 帯 とは 時 代 は 異 な るが 類似 し

た 地 質体 で あ り，佛像 構 造 線 は 四 万 十 帯 中の 北 帯 と南 帯 の

差 と同 程 度 の 地 帯区 分 を示 して い るの か も しれ な い と した ．

平 ら （1981＞；平 （1981）は三 宝 山帯が ジ ュ ラ紀の プ レ
ー

↑・

の 沈 み 込 み に よ っ て 形 成さ れ た もの で あ る と した ．

　波 田 ら （1979〕；鈴 木 ら（1979）；波 田 ・鈴 木 （1981）は，

佛 像 構 造 線 は 黒 瀬 川購 造 帯 以 南 の 領 域 に 発 達 す る 覆 瓦 構造

を形成 して い る 高角 断層 の ひ とつ とみ な した ．

　高 知 県三 宝 山地 域 を精 査 し た 大 和 大 峯研 究 グル ープ （1981）

は，三宝 山 層 （再 定 義）を 後 期 ジ ュ ラ 紀 以 前に 形 成 さ れ た

各地 層が，後期 ジ ュ ラ 紀以後に 再配列 した地 層 で あ りt 秩

父帯 の 地層 （三 宝山層）は 四 万 十 帯の 地 層 （下 部 白亜 系岩

鍋層）上 に オ リス トロ
ー

ム を挾在 して ス ラ ス トしたか，も

し くは 見か け 上，下 位 の 岩 鍋 層 上 に 三 宝 山層 の
一．一

部 が オ リ

ス トス トロ
ーム と して 堆積 した ，と考 え た．

　 他方，佛像構造 線 に 接 す る四 万 十 帯 の 地層 中 に は，古 生

界由 来 の 石 灰 岩 や チ ャ
ー

トな どの 礫 を含 む こ と が 多 く，佛

像構造 線 に 近 接 す る 程 顕 著 に な るこ とが 指摘 さ れ て おり（橋

本 勇，1962b〕，また 佛像 構 造線南縁 に チ ャ
ー

ト
・石 灰 岩

・

塩 基性 火 山 岩類 な ど三 宝 山 帯に 出 来す る と考 え られ る礫を

含 む 巨 礫 岩 相が 各地 に 分 布 して い る こ と を報 告 し，こ れ が

佛像構造線の 起 源 を考 察 す る上 に重 要 で ある こ との 指 摘（鹿

島
・高 橋，1977 ；鹿島，1978＞や ，そ の 他 に も四万 1一帯 中

に トリア ス 紀 石 灰 岩 （大 和 大 峯 研 究 グ ル
ー

プ，1979） ・ジ

・L ラ紀 型 化 石 を含 む 石 灰 岩 （平 ら，1980） ・烏 の 巣石 釈岩

　〔平，1981）な どの 礫 が 認 め られ て い る．

　他 方，甲 藤 ・三 井 （1976）は 高知 県 四 万 十 帯半 山 層中に

佛 像構造線に 関連す る剪断 運動 に と もな うテ ク ト＝ ッ ク 砂

岩 レ ン ズ の 存 在 を認 め て い る．佛像構造線は，四 万 十 帯の

帯状 構造 と部分的に 著しく斜 交す るが
， 秩 父 帯 南 縁 の 三 宝

［．II帯 とは 平行 的 で ある こ と もす で に 指 摘 され て い る と こ ろ

で あ る （今 井 ら，1975）．

　 本文 で は，北薩の 屈曲 ・H 南の 綾 状 優 乱 ・九 州 パ ラ れ 毎

嶺 を結 ぷ 線 を先 中新世 基 盤 岩 類 の 西 南 日 本弧 と 琉 球 弧 と の

会合部 と し，それ 以南 の 佛像構造線に つ い て 述 べ るが
， 九

州 島南 部 の 佛 像 構 造 線 に つ い て は 前報（鹿島，1971 ； 1976）

に譲 り，以下薩南諸島 と 沖縄諸島に 分 け て 記 述 す る 〔図 1 ）．

薩 　南 　諸　島

　 九州 南 部 か ら奄 美 大 島に か けて の 地 帯構造 区分 に つ い て

小 西 （1965）は 2 つ の 考え 方 を図 示 して い るか ，安 間 （1976｝

は トカ ラ 海峡 グ）位 置 が 宝島 ・横当島 と悪 石 島 との 鬪 に あ り，

こ れ が 左 横 ずれ 断 層で あ る こ と を明 確 に し，更 に 九州野間

岬 以 南 の 海 底 に お け る佛 像 構 造 線 の 位 置 を示 し た．

　奄 美大島に お け る 佛像構造線は KONISHI 　 （1963）に よ り

初 め て 示 され た．こ れ は，名 音珪 岩 層に 胚 胎 さ れ る 層状 マ

ン ガ ン 鉱床お よび 名瀬累層，大勝 頁岩 に 胚 胎 さ れ る層状 含

銅 硫 化鉄 鉱 床の 分布に 注目して ，佛像構造線 を名音珪 岩層

分 布 地 域 の 東 端 に 位 置 づ け た もの で あ る （図 2 − A ）．

　 石 Ji！　 ・山 口 （1965），　 MArsuMoTo 　 et　a9．，（1966）は 大 勝

頁岩層 よ 1）Collignoniceras（Selwynoceras丿sp ．　 nov ．（〜）を

発見記載 し，大勝 頁岩層が 自 亜系 （チ ュ ロ ニ ア ン 下 半 か ま

た はセ ノ マ ニ ア ン 上 半 〉 に 属 す る もの で あ る こ と を 確 定 し，

奄 美大 島 と 九州 と の 地 層ク）対比 に つ い て ，名音層
一

神 瀬 層

群 ，大棚層一一勝 地層群，新 村 層
一

川辺 層群，名瀬層
一
四

浦 層群，大 勝ma　一一日 向層群
．
ド部，和 野 層一日 向層群上 部 と

す る試 案 を提 出 した．

　ISHrDA ｛1969）は 和 野層 よ F］ Alummulite を 発 見 し て こ

れ が 始 新統 で あ る こ とを 明 らか に し ， 九州の LI向 層群 に 対

比 し た．

　坂 井 ら 〔⊥977）は 奄 美 大 島北 部 に お け る本 部帯 （名音層

・芦 円 層
・
湯湾層 ・大金久 層〉 と 四万十帯 （名瀬層 ・大勝

層 ・竜郷層 ・和 野 層） とは 大棚構造 線で 接し，こ れ が 辺 土

構 造 線，佛像構造線 に 相当す る もの と した （図 2 − B）．

　遅 沢 ら （1980） は，奄 美大 島 を西 部 地 塊 〔三 畳 系 （
〜

ジ ュ

ラ系 ？，下 部 白亜 系）名音層，下 部 白 亜 系 田検 層〕 と主 部

（上 部 白亜 系 名 瀬 層 ・大 棚 層 ・湯 湾 層 ・大 勝 層，始 新 統 和

野 層） と に 区分 し，沸像構造線の 位 置 に つ い て は そ れ が 三

宝山 層群 相 当層の 南 側 とす れ ば，再 定 義 した 名音層下 の 低

角すべ り面の 露頭 線 に相 当す る と した （図 2 − D ）．

　鹿 島（1976 ），鹿 島 ・
高僑 （1977）は ，奄美大島北西 部 お

よび 加計 呂麻島 を調容 し ， 波 多江 ・露木 （1959 ）の 名畠
：
珪

岩 層 が 見か け上 ，上 半部位の 三 宝 山帯名音層 と下 半部位の

四 万 卜帯揚 湾 層に 岩 相 上 区 分 し，
こ の 両 者の 境 界 が 佛像構

造 線 で あ る と し た （図 2 − C ）．湯 湾 層 は粘 板岩を主 と し，

チ ャ
ー

ト ・石 灰岩 ・砂 岩 ・塩 基 性 火 Lll岩 お よび 凝 灰岩 ・酸

性 凝 灰 岩 の 巨礫 で 特徴 づ け られ，塩 基 性 火 山岩類お よび チ

ャ
ートの

一
部 に は 粘 板 岩 中に 層状 に 胚 胎 され る もの も認 め

られ るが
， 本層は オ リス トス トロ

ー一
ム で あ ろ うと 判定した ．

　薩南諸島の 四万十 帯 で 特筆すべ き は，松 本 〔1976 ） の 指

摘 に あ る花 崗岩 類 の 示 す 年 代 で あ る．柴 田 （1978 ｝は ，西

南 日本 外帯の 第三 紀花崗岩類 年代 測定 の 再 検 討 結果 か ら，

大 隅 半 島な どに 分 布 す る外 帯 花 醐岩 類 の 貫 入 固 結 の 年 代が

14± 1m ．　y．の 範囲内 に 入 り，64± 11m ．　y，（YANAGI　et　al．，

1971）頃 に 分 化 し た マ グマ が 四万 十 帯 に お い て 同 時に 広域

的 浅 所 貫 入 固結 し た もの で あ る と し た．しか し奄 美大島の

匹1万．1・帯グ）イ芭崗岩美頁は，　49± 6 〜56 ± 3rn ．　y．（SHIBATA，6t
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図 1　 東 北 ・中部 琉 球 弧 の 佛像構 造 線位 置 図

　　〔編 集 ：ARITA （1954＞，安 問 （1976 ），　 CoRwlN ，　 et　 al・
（1959），橋 本 勇 （1962a，b），橋 本 勇 ら （1972），橋本修

一
ら

（1976 ；1978），波 多江 ら（／959 ）．藤田（1980）， 今 井 ら（1975
；1980），IsHIBASHI（1968，1969），石 橋 （1974），　 ISHIDA

〔1969），石 川 ら（1974＞，鹿島ら（1977 ；1978 ），木 野 ら （1974），
木崎（1978 ；1979 ＞，KoNlsHI （1963， 1964）， 小 西（1965），
KoNlsHI　 et　aL （1973），中川 （1967），遅 沢 ら（1977 ；1979），
坂井 ら （1977），TAKAHAsHI　 et　al．（1979），高橋 ら（1980 ），
寺岡 ら（198ユ），地 質調 査 所 （1977）〕

　　〔放 射年代値 出典 ：河 野 ら（1964），MILLER　etal ．（lg6Z），
中川 （1969 ），SHIBATA　et　al．（1966，1968a ，　b），柴 田 （1978），
YANAGI 　et　at．（1971）〕

Fig．1．　 Map 　 of　the　Northeastern　 and 　Middle　 Ryukyu

　　　　　　Arc，　 showing 　 the　 structural 　 evidences 　 around

　　　　　　 the　Butsuzo　tectonic　line　and 　 the　正ocatiorl 　 of

　　　　　　 the　studied 　area ．　 Smaller　 numbers 　 are　 age

　　　　　　 values ．　Sp ：serpent 正nite．

　　　　　　 Map 　compiled 　from　AR エTA （1954），　 ANMA （1976），
　　　　　　 CoRwlN 　 et 　 al．（1959），　FuJITA（1980），　HAsHIMoTo ，
　　　　　　 1．（1962a，　b），　HAsHIMoTo ，1．　 et　al．（1972＞，　HAsH 亘一

　　　　　　 MoTo ，　S，　 et　al．（1976，1978），　H κ ［AE 　 et　al．（1959），
　　　　　　 IMAI　 et　al．（1975，1980），　IsHIBAsHI　（1968，　1969，

　　　　　　 1974），IsHIDA（1969），　 IsHIKAwA　et　aL （1974），
　　　　　　 KAsHIMA θt　a9．（1977，1978），　KINo　et　al．（1974），
　　　　　　 KIzAKI（1978，1979），　 KoNlsHI （1963，1964，1965），
　　　　　　 KoNIsHI 　 et　al．（1973），　NAKAGAwA （1967），　OsozA

　　　　　　 wA 　et　al．（1977，1979），　SAKAI 　et　at．（1977），

　　　　　　 TAKAHAslll 　 et　aL （1979，198  ），　TERAoKA 　et　 al．

　　　　　　（1981） and 　GEOLOGICAL 　SURVEY 　OF
　　　　　　 JAPAN （1977）．
　　　　　　 Age 　 values 　data　from　KAwANo 　 et　al．（1964），
i

　　　　　　 NAKAGAwA （1969），　SHIBATA　et　al．（1966，1968a，
　　　　　　 b），SHIBArA（1978）and 　YANAGI　 et α乙 （1971）．
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図 2　 奄 美大 島の 佛像構造線

　（A ）KoNISH エ（1963）； （B ）坂 井 ら （1977 ）；（C ）鹿 島 ら

（1977＞；（D ）遅 沢 ら 〔1979 ｝．B．　T，　L ：佛像構造 線，斜 線 部

；本部累帯 （秩 父帯
・三 宝 山 帯 ）．

Fig．2．　 Geologic　map 　of　Amami −Oshima，　showing 　the

　　　　Butsuzo　tectonic　line．　After（A）：KoNIsHI

　　　　（1963），（B）： SAKAI　et　al．（1977＞，（C＞：　KAsHIMA

　　　　et　al．（1977）and （D ）：OsozAwA 　et　al．（1980）．

　　　　B．T．　L．；Butsuzo　tectonic　line，　Hatched　areas

　　　　show 　 outline 　for　the　Motobu 〔Chichibu−Sambo −

　　　　san）Be 童t．

al．，1966）一一 105± 27m ．　yt（YANAGI，　 et　al．，1971）を，徳

之 島の そ れ は 61m ．y．〔中 111，1967） を示 して お り，こ れ は

西 南 日本 の 山 陰帯 の 花崗岩類 （YAMADA ，1977）と 同 じ年代

を示 す もの で あ る．更 に ，徳之 島に は 蛇紋 岩の 貫 入 岩体が

分布 し （中Jll，1967），こ れ は 鹿 児島県 八瀬 尾 （石 lll・柴 野，

1974 ＞な どの 1兀1万・
卜帯 中の 蛇 紋 岩体 と 関連 して，琉 球 弧の

地 質構造 を考察 す る上 で 重 要 な検 討 課 題 で ある．

　 与論 島の 先中新世 基 盤岩 と して ，占生 界 立長 層 （中川，

196ア）が分 布 す るが ，そ の 地 質 時 代 及 び 所属地 質地 帯に は

検 討 の 余地 が 残 さ れ て い る ．

沖　縄 　諸　島

　沖 縄 本島最 北端辺 戸 岬に は，辺 土衝 上 断 層が あ 1），琉球

列島の 地 帯構 造 区分 にお け る 本部累帯 （本部累層） と国頭

累帯 （名護累層） と の 境界 をな し，こ れ が 佛 像 構造 線に 相

当す る （CoRwlN，　 et　al．，1959 ；KoNlsHI，1963 ；小 西，1965

；KoNlsHI　 et　a9．，1973 ；鹿 島，1971；石 橋、1974）．

　石 橋 （1974）は ，辺 戸岬の 従来 二 畳 系本 部 累層 と さ れ て

来 た石 灰 岩 体 を中 部三 畳 系 （今 帰仁層） と辺 戸 御 嶽 を構成

す る石 灰 岩 （今 帰 仁 層下部 層 に 酷 似 ） と に 分 け ，こ の 両 者

は逆断 層で 接す る と した ．

　 こ れ に 対
．
して ，橋 本修

一・中川 （1978 ）は，辺 戸 御 嶽 を

構 成す る石 灰 岩 （ネ ク マ チ ヂ岳層） と今 帰仁 層 との 関 係 は

不 整 合 で あ る と解釈 し，ネ クマ チヂ岳層は 宮城 層 （名護 層

群 ）に 対 して 部分 的 に 滑動 し下 位 の 層準 に 接 して い る に す

ぎな い 闃係で あ る と して ，名護層群
一時 代未 詳層 （ネ クマ

チ ヂ岳 層，安 根 層，宮 城 層，い の が ま層，奥層）を先ペ ル

ム 系な い しペ ル ム 系 に 位 置 づ け ， 辺 土 断層の 存 在 を否定 し，

佛 像 構 造 線 は こ こ を通 ら な い もの と結 論 した．

　名護累帯 と断層関係 で始 新統 嘉 陽累層 （KONISHI ，　et　al．，

1973 ）が 分布す る．

　 沖 縄 島中部 の 本 部 半 島に お い て ，こ れ ま で 紡 錘 虫 化石 の

産出 （半 沢 ， 1932 ；HANzAwA ，1933 ；KoNlsHI，1963 ； 石

橋 ・小 西，1967 ；橋本修
一

ら，1976 ；藤 田，1980 ；鹿島，

1980）に よ り古生 界 とされ て 来た 本部累層 ・与那 嶺累層は ，

藤田 （1980 ；1981）に よ りその 大部 分 が 古 い 地 質 時代に 形

成さ れ た 石 灰 岩や チ ャ
ートな ど が，それ よ りも新 しい 地 質

時代 に 海 底 地 辷 りな どの 再堆積作用 に よ ワ比 較的深海の 異

な っ た 堆 積 場 へ 礫 ・岩 塊 と し て 大 量に 運 搬 さ れ 再 構 成 さ れ

た 堆積物 〔以 下異地再構 成 巨 礫 堆積 物 と 記す）本 部層 と湧

川 層 と よりな ワ，本部層 （上 部 層）の チ ャ
ート礫 よ り産 出

す る コ ノ ドン ト化 石 か ら，本 部層の 時代 は 少 く と も ノ
ー

リ

ア ン 以 後 で あ る と した．

　 本部半島に お け る 従来 の 本部 累層 ・与那 嶺 累層の
一

部 が
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巨 礫 岩相を示 す こ と は 鹿島 （1978）に よ り指 摘 され て お り，

また TAKAHAsHI 　 and 　KAsHIMA （1979 ）は ，本 部 半 島健 堅

付近 に 今帰仁層酷似の 成層石 灰岩の 存在 を認 め て い る．

　 異 地再 構 成 巨 礫 堆 積 物 本 部 層 は 断 層関 係 で 今 帰仁 層 と接

し て お り，そ の 境 界部 に竕岩一斑 岩 よ りな る岩脈が 貫入 し

て い る．

　今帰 仁 層 は ， 下 部 層（石 灰 岩），上 部層 （石 灰 岩 ・玄 武 岩

質熔岩
・
石 灰 質泥 岩 ・

石 灰 質 シル ト岩 ）よ｝）な 1〕（ISHIBASHI，

ユ969）， ．L部 層 よ りは 海 棲 化 石 を 多産 し ，古 生 物 的 研 究

（KoBAYAsHI，arld　IsHIBAsHI，1970 ；IsHIBAsHI，1970，1973，

1975，1977 ；KolKE 　 and 　IsHIBAsHr，1974）の 結果，カ
ー

ニ

ア ン 前期
〜

カ
ー

ニ ア ン 最後期 に 属す る こ とが 明 らか に され

て い る．

　筆者は，現在の と こ ろ 今帰仁層は 本部累 帯 （秩 父 帯）に

属 し，異 地 再 構 成 巨礫 堆積 物 〔本 部 層 〉お よ び 湧 川 層 は 国

頭 累 帯 （四
．
万十 帯）に 属す る もの と解釈 し ， 本 部 半 島 に お

け る 佛像 構 造線 は，こ の 両 者の 間の 断層 と して 表 現 さ れ る

もの と判 断して い る．

　 沖 縄 諸 島 に お け る本部 累帯の 古生界 と して，伊平屋 島の

伊 平 屋累 層 ・前岳累層，伊是 名島の 伊 是 名累層，伊 江 島の

伊江 累層 （ISHIBASHI，1968），渡 名喜島の 出砂累層 ・渡名

喜 累層 （KOMSH1，エ964）が 分 布す る．他 方，国頭 累帯 の

時代未詳中生 界 と して慶 良 問諸 島の 慶 良問 A 層 ・B 層 ・C

層 （鹿 島 ・高 橋，1978）が 分 布 す る ．

　慶良間列島の 屋 嘉 比 島に は 黒雲 母 ホ ル ン フ ェ ル ス の 生成

して い る地 域 が あ り （橋 本 光 男，1978），沖縄本 島中部 の 宮

城層分布地 域 よりは 複 輝石 変 成 岩 が 見 出 さ れ て い る （鈴 木・

沖 村，1979 ）．こ れ は 沖縄島の 西岸 に NE − SW 方 向 の 火 成

岩岩脈が 顕著に 発達 して お り，そ の 一つ 名護 市世 富慶の 石

英 斑 岩 に つ い て 11 ．9土 O．9m ．　y．（柴田 ら，1979）の 年 代 が

得 ら れ て い る こ と か ら も，国 頭 累 帯 に 同 年 代 の 花 崗岩類 の

伏 在 す る事 実 を示 して お り，その
一

部 は 本部半島の 佛像 構

造 線 に 沿 っ て 貫 入 して い る．

　沖縄諸島 に お け る佛 像構 造線の 位置 に つ い て は，遅 沢 ら

（1979 ）は 伊 平屋 島 ・伊
．
是 名島 ・伊 江 島 と本部半島の 間を

通 る もの と解 釈 した．筆者 は先 に 述 べ た ご と く，今 帰仁 層

を本部累帯 に 位 置づ け，佛 像 構 造 線 は辺 土 衝上断層を経 て

本 部 半 島の 異地 再構成 巨 礫 堆 積 物 本 部 層 と今 帰仁 層 と を境

し，渡名喜 島 と慶 良 聞列島座 間 味島 と の 間 を通 り宮古 凹 地

に 至 る もの と解釈 した ．

　 慶 良 聞列 島お よび 沖縄島の 国頭 累帯 〔四 万 十帯〉の 地 質

構 造 か ら，宮古 凹 地 を通 る NW − SE 方向の 断層 は 左 ずれ

の セ ン ス を有す る もの と判 断した （鹿島
・
高橋，1978 ）．

後 序

　琉 球 弧に お ける佛像構造線の 位置 を，秩 父 ・三 宝 山 帯〔本

部 累帯） と 四 万 1．帯 （国 頭 累 帯）と の 境 界 を追跡 調 査 す る

過 程 で，奄 美大島 ・加計 呂麻島 ・沖縄島に お け る佛 像構 造

線 南 縁 部に 三 宝 山 帯由 来 の 巨 礫 岩相 ・オ リ ス トス トロ
ー

ム

の 発 達の 認 め られ る こ と， そ して こ れ が 佛 像 構 造 線 の 起 源

と重 要 なか か わ り合 い を もつ もの で あ ろ う と予 察 して 来 た ．

　す な わ ち、加計 呂麻 島 に お け る 四万 十 帯加 計 呂麻 層 と湯

湾 層 と の 関 係 　　砂 質 岩 ・泥 質岩輪廻 性堆積物形 成場 と 塩

基 性 熔 岩 ・火砕岩類 を と もな う巨 礫岩堆 積 場
一

は ，最初

同 時 異相 と い う形 で 現 わ れ ，こ れ に 巨礫 を供 給 した （供 給

しつ つ ）三 宝 山帯 （名音層 ） が 衝 上す る とい う形 で 佛像構

造線が 出現 した，とす る 見解 で あ る．

　 沖 縄 島本 部 半 島の 異地 再 構 成巨 礫堆 積物本部層〔上 部 層 ）

は．ノ
ー一リア ン 以 後 に お い て 本 部 累 帯 よ り供 給 され た 堆 積

物 で あ り，こ れ を もた ら し た 造 構 運 動 は ，佛像 構 造 線の 起

源 〔衝 上運 動 ）に か か わ る もの で あ る と解 釈 され る．

　 平 ら（1981 ），TAIRA　et　al．（ユ981）の 提 示 した 白 亜 紀 後 期

の i 南 目本に お け る 弧一海 溝系 の 復 元 と横 ずれ 運 動 の モ デ

ル は今 後秩 父 帯 ・三 宝 IJ．1帯お よび 四 万十帯の 精査 を行 な う

の に 大変示唆に 富む もの で あ る．

　 今 回 は 言及 で きな か っ た が ，四 万十帯堆積物 の 組 成変化

か ら 琉 球列 島 に お け る彿像 構 造 線 の 活 動 史 を明 らか に す る

試 み を継 続 す る予 定 で ある．

　 本 文 が ，今 後 の 琉 球 列 島の 地 質 学 研 究 の
一

石 と もな れ ば

幸 い で あ る．
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